
 

 

 

 

 

 

「春爛漫（はるらんまん）」という言葉からどんなイメージをしますか。春光降りそ

そぎ、光に満ち満ちて、春の花たちが咲いている様子を表す言葉だそうです。また、花

だけでなく、人々の希望に満ちあふれた様子をも表すようです。この時期は、路傍にた

くさんの野草が小さく逞しく花開かせています。タンポポ、シロツメクサ、オオイヌノ

フグリ、ヒメジョンなどなど。でも、黒木の主役はやっぱり大藤ですね。 

離任式・赴任式・始業式 

４月６日いよいよ、新学期が始まりました。朝登校してすぐ、離任式。黒木中を離れ

る先生方との思い出を振り返りました。別れのあいさつの中で、「瀬を早（はや）み 岩に

せかるる 滝川（たきがは）のわれても末（すゑ）に 逢はむとぞ思ふ」の一首が紹介され、

惜別の思いを噛みしめました。 

 

 

 

 

 

 

新学級の発表の後の赴任式では、個性的で情熱的な先生方との素敵な出会いができま

した。そして、始業式。新たな年度のスタートを切りました。 

第５４回入学式 
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＜新入生代表の誓いの言葉＞ 

暖かな日差しとともに吹く風が心地よく感じられるようになっ

た今日、私たち 42名は黒木中学校に入学することになりました。

本日はこのような素晴らしい入学式を行っていただきうれしい気

持ちでいっぱいです。 

今日から、中学生活が始まります。今までとは違う環境になり

不安もありますが、一つ一つのことを大切にして悔いのないよう

充実した学校生活を送りたいと思います。そのために「何にでも

チャレンジし、あきらめず、最後までやりとげる」「相手の気持ち

を考えて行動する」この二つのことを胸に刻み、三年間で大きく

成長できるように頑張ります。 

新入生代表  

 

 



４月 10日、八女市副市長、教育委員会に参加いただき入学式

を実施することができました。少し緊張しながら元気に入場す

る姿に、新入生のさわやかな風を感じることができました。新入

生 42名が加わり、総勢157名となりました。

また、「入学式に・・」と菊の花を中野一義様

よりいただきました。 

新入生歓迎行事 

4 月 13 日に、生徒会の役員の皆さんが春休みから準備していた生徒会オリエンテー

ション、部活動紹介、体育会全体結団式と盛りだくさんの生徒会行事が行われました。

生徒会役員による見事な企画・運営でした。 

＜生徒会オリエンテーション＞ 

生徒会長の歓迎の言葉に続き、生徒会の仕組み、学校の主

な行事をスライドを使い丁寧に説明しました。そして、生徒会スローガン「Take Action

～積極的な生徒会を目指して～」を紹介しました。このスローガンには「行動を起こす」

「物事を自分から進んで行おう」という意味があります。あいさつなど身近なことから

積極的な行動を起こし、今の自分をどんどんレベルアップさ

せていこうという思いが込められています。このスローガン

を6月まで引き継ぎ、生徒総会で新スローガンにつなげます。

新スローガンがどう発展していくか楽しみです。 

＜部活動紹介＞ 

吹奏楽部の演奏の披露からスタート、各部５分という限ら

れた持ち時間の中で、工夫を凝らし個性豊かな紹介に仕上げ

ました。4月 20日（木）に部活動発足会があり、そこから全学

年での部活動が始まります。 

＜体育会全体結団式＞ 

体育会のスローガン「Hand In Hand～共に高め合う～」が生

徒会より提案されました。学年の垣根を越えて、手を取り合い協力することで、自分か

ら積極的に関わり、お互いに支え合う関係を築いていきたいという思いが込められてい

ます。体育会に向けてスタートを切りました。 

 

☆  保護者の皆さまへ ☆ 

令和 5年度がスタートしました。本年度はアフターコロナとなり、少しずつ通常に戻って

いくことが期待されます。まずは、21日の授業参観、PTA総会、学年保護者会へご参加いた

だければと考えています。ただし、ゴールデンウィークまでは、コロナは法令上 2類相当で

す。それまでは、引き続き感染対策として、来校者には校内でのマスク着用のお願いをして

います（生徒、職員は個人の判断）。今年一年、ご支援ご協力をお願いします。 


